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はじめに

　わがくにの災害蝿策は，従来から，ハード財策

偏重の傾海ぷあ蓼，災害発生羨にしろ，発生後に

しろ，人を対象としたソフト懸策については必ず

しも十分な検討ぶなされてきたとはいい潜たい．

響95年i用賀§の兵庫寮南部地震による阪神・淡

鋒大震災を契機として．政府・嚢治体における

ヂ地機管理塞に蝿する撹舞が高まった麟，その主

要なものは，黎徳隊の災害海道や消防活動など，

災害発生直後の襖動懇勢にかかわる問題であった

といえる。ただ．注意を要するのは，ダ竜機智運ま

には，災害予防・復馨対策の意臓でのゼ癒機智礫

（羅甑醗a難g8灘鋤燐と災害の軽減・応急薄策

の意殊でのギ彪機管理ICr短s鮭謹聴ε灘e簸雛と

解あ滲，この双方を趨互に麗連させてゼ緊急事態

管遷総搬e響餓cy　M＆鼓a欝鍛e簸t｝」が成吟立っこ

とである。Rlsk醗a盤agε灘e鍵によってすべての

災害麟紡」まされれ、ぱ最良であるが，現実碁こは不

可能である。したがって，その酸鼻を見極め，可

及的に補充するCr瀬s絨a懸ge議e就が必要にな
る｛里｝。

　わがくにでは，勝勢湾台展を主たる契機として

災害薄策基本法（以下，「災蝿法まと記す。〉潜擬

足され．災害蝿策溺総合的に実施されることとな

った．しかし，講法の主たる焼定内容は．災害蝿

策にかかる継織・運営と臨急欝置の灘分であ蓼，

勉はそれぞ為鰻懸法によむ焼律さ轟ていること鱒

多い．その一つ潜，災害発生後幕急的に実施され

る災害救勤法（以下，災婦法鱗定に伴い改董され

たものを眩」と諾す．）による救勘である。

　災害救麟にかんしては，羅の事務として実施さ

れる法による救豹と，各麹方公共懸体撰主体とな

って実施する法によらない救豹とがある．薦者の

救馳については，阪神・淡跳大震災後，欝95年離

層に厚生省において縫会・援護局長の私的諮麗機

麗として災害救勝暴究会解設置され，欝96年5月

に購嬬究会による鮭会の変化に婦応ずるよう求め

た報告書置大規摸災害における災害救勧のあ穆方蓋

が擾鐵され、ている鋤。飽方で，法による救助を

実施するためには，一般的には，法2条および災

害救勧法施行令（以下，冷達と寵す。）i条に定

める基準以上の住家滅失の被害摂発生しているこ

とを要する．したがって，通常，その基準をした
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まわる災害ぶ発生し．被災者にたいして救助を要

する場合には，各地方公共露体が独自にそれを実

施することとなる。この種の災害救助については，

地方公共懸体によっては，災蝋法に基づく地織紡

災謙遜の定めに縫って実施するところもあ轟ば，

条例や要綱を定めて実施するところもある。本稿

では，この法によらない救麟についても地域羅究

の一環として分析を擁える。

　災害救励システムの法的分新にあた吟，法によ

る救麟の霞的についても検討を要する。災害救助

は，その実施にあたって一部の国費の財産権等を

講約することもやむを得ない場合があるが，その

本質は，国餐1・住民の生存権の保1瞳にある。ただ，

法は，災害にかかった者の保護と瞬時に，ζ縫会

秩淳の保全」もその嚢的としている。このr縫会

秩序の保全3の観点は，伝統的な警察法理論の枠

内では必ずしも論む尽くせないため，災害救豹

システムの歴史的展醗．と蓼わけ，憲法の人権保

瞳も撫狭し分析する必要がある．したがって，こ

の欝的を達成するうえで，歴史的分析を換える。

　災害救助は，憲法の人権保瞳，と滲わけ，生存

権の保瞳垂こかかわるから，権奉1救済方法の観点か

らすれば，本来，地域防災謙画や要綱といった，

被災住疑との閣孫でなんら法規籠性を有しな恥も

のに基づき実施すべきではなく，法による戴勝が

実施されないときは，それぞれの地方公共霧体漢

定める条例に基づき実旛されるべきものである。

この、転嫁，人権・権零ll保：瞳給付と一定の致策聚的

を達成するための政策給付との区分や行政法学に

おける法律の留保譲などとのかかわ拳を無規する

こと麟できないが，これらは購の機会に検討を燃

えたい。

亙　国における災害救跡法鵠の展醗

　わがくにでは．鐘較的古くから脅然災害による

鞍災者の救済（救貧／麟度（常平倉，義倉および

縫倉劇／ぶ存在していた。絹絵幾には，県給桑

鰯中窮浸一時救助規褻毒鋤をはじめとする国家的

な窮蔑一時救済鱗痩ぶ設けられ，その後，国およ

び府銀漢儲藷金を設け．葬常災害時に露窮してい

る者に食料，小屋掛料．農具，種穀料等を支給し，

また，地覆，納税については穣額を補勘または貸

与する備荒儲蓄法溺麟定された働．瞬法講定の主

たる意籔は，地種の雄持にあ吟，幾程改正を契機

として窮追の度を増した農昆にたいする新慈恵的

懐柔的政策まであった織。しかし，この法麟度は．

その時霰醐§年間であったにもかかわらず．たび

重なる災害などによ穆醗の儲蓄金鱒邊少となった

ため，瞬法鱗を廃止し，新たに，府察の儲蓄金を

独立させ，各店銀では，非常時に備えて最低5§万

霧を貯蓄し，府察の全額または一躯にわたる被災

者を救助するときに支鐵させる基金を設置する罹

災救豹基金法解麟定された。講法は，その董否は幾

にして，府祭が将来にわたって蟹痙！に依麗し，災

害時に常に蟹羅の補勘を鬱ぐことになれ’ば，府羅

鰯による地方嚢治を麟って》、くことが欝難になる

ため，露塵にのみ依擁していく鰹度を改め，聡察

にのみ罹災救跡基金を設置することとなったとい

われている鋤．ここで漣意を要するのは，府県が

実施する罹災救助は，窪残の権利にたいするもの

ではなく，その管轄内の罹災者を救覇するという

露寒にたいする義務であるとされていた点鯉，お

よび．罹災救豹基金は，その前身たる府集儲蓄金

を承継し，その本質は講一である摂，その基金の

基本難源を直接瞬穫としたため，そみ救甥繋象者

も．農民のみならず，給与解織者や臨工業者等に

拡張されることとなった点である綱。

　罹災救跡基金法は，救助の競闘や程度に灘銀等

を換えることで，『施与鰯鰻主義まと嘘営復帰

主義塵との調秘を躍ろうとし，単純な罫救貧墨策

ではなく　罫鋳貧歪策の一環としても健置づけられ

ていた（謝。罹災救豹基金を支鐡できる費羅は，

遭難誘費，食料費，被撮費，治療費，埋葬費，小

屋掛費，就業費，学馬贔費，運撮驚異費および人

夫費であ警（懸法8条〉，被災者には原則として

現物を給啓する麟，地方長官瀞必要であると認め

た場合に罎鯵金銭の給付解なされる　（詞法錘条の

5〉．そして，その基準は，鄭道癒察議会の議決

を経，内務大駆・大蔵大矩・厚生大窪の認可を受

け（懸法蔦条〉，各都遵痛察の鰹幾に定めをおく

ものもあれば，内規や慣鑓等によ鯵遙理したとこ
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ろもあるが，各翻道癒娯においてそれぞれの財政

力，救麟にかんする考え方の櫓違等によ彗著しい

差ぶあったといわれているα駐．しかし，主に南

海鰭震を契機として，①講法潜基金についての法

律であって，被災者を激励するためみ全般的な規

定拠なく．そのため激励濤勧解懸濁に分籔され，

不徹底にな諺やすく，襲係機縫撫互の連絡に統一

を欠くことがあったこと，②終戦直後の著しい勃

簸騰貴のためこの基金では十分な救助費を捻懲で

きる体講ではなくなったこと，そして，③救助に

必要な勃資についてなんら焼定されていなかった

ため，勅資の手盛にかんし遷燐な対策を講じる必

要嚇あることの3点から，観たな法鰹度の確立が

必要となつだ鋤．このような観点から麟定され，

たのが瞬災害救勤渋く以下，災藩法紀律う改亙麟

のものを舞舞法達と記す。）である。

　ここで，法の欝的の一つである羅：会稜序の保

全」のために，災害救鋤が実施さ細るのか．その

縫置づけについて縷説する必要がある．そこで，

保全をすべき縫会釈浅とはいかなるもの潜想定さ

れ，保全するための手段はなにかについて，機法

案審議段購の議論を整礫して，分衝をすすめる。

瞬法の審議段躇では，法文上，救豹の実施漆被災

者の保護と瞬時に鮭会穫序の保全もその一つの馨

的としていることから，被災者を保護しそのこと

によ鯵縫会秩序を維持することに法23条贋定の救

勤のねらい解ある慈逮べられていだ鋤。瞬法案

審議は現行憲法施行後秘の國会でなされた瀞，こ

のような立法馨的が憲法の趣旨に合致するかどう

かを考慮する必要麟ある．瞬憲法下では，前遠の

とお静，府祭嚇臨急救助を実擁するのは国家にた

いする義務を履行するためであって，遅疑の権禰

保瞳を馨的とするものではなく，しかも，救勤そ

のものが致策馨的から麟度銘されていた。しかし，

麗行憲法では，生存権焼建を麟設し，それ藩こ梓っ

て災害時における激励そのものも質的に転換した

ものと考えなければならない。実際．現行憲法公

奮§籔こ鱗定された蔭生活保護法は，綴揚者等の生

存を確保することによ吟，戦災やインフレなどに

よる当縛の歓会秩序の破綻を未然に跡止すること

に主酸撃あった（鵜か，その後現行憲法25条の理

念を反齪させる形で改死されている。

　鰻法では，率央災害救勝難策協議会を構滅する

弱孫大疑その縫関係各庁の長に救豹その縫緊急捲

置に必要な勅資の生産，集荷，販売，配給，保管

もしくは輸送を業とする者に薄してその取穆擾う

勃資の操管を命ずる権鰻と鞍馬する権撮や立入調

査権が捻条以下で規定されていた幡多．この保管

命令および立入縷盗は，災害救豹その縫緊急措置

に必要となる冤込みの勃資ぶ纏に渡れ’て，その買

い上げ・駿絹ぶできなくなるおそれのある場合に

応悪摺置として実施するものであ吟，墨時この種

の欝置の必要性摂強調されていた（趣。それゆえ，

法i条の「敷物の串に法23条瞬定の救駒の種類

とその実施を確保するために付髄的に必要となる

鞍馬等の癒急捲置とを含め，前者は災害にかかっ

た者の保護を，後者は歓会秩序の保全を緩るため

に実施さ翻るものと解殺することも百態であろ

う｛鶏．したがって，ギ歓会秩序の保全まという法

の一霞的は，法によって酵与さ為た都道府集知事

による応急搭置権の行｛糞垂こ向けられ，たものであっ

て，災害救勤を万全に実施するに必要な酸度内で，

露出権ないし財産権に難ずる規鰹斜なされ，それ

によって，災害救勝の実施解園難とならないr鮭

会秩序の保全圭を緩ろうとするものと解すべきも

のである〔鶏。

　瞬法垂こよる救髄の本質は，現在でも基本的蓼こ講

じであるぷ，つぎのように整理されていた（鋤、

　第一　本法による救跡は，……葬常災害に課し

　　ての濁乱のために食料贔その地生漉必需品の

　　欠乏，住居の喪失，疾病，傷痍等に憾む罹災

　　者に薄して応急的一時的な救勝の手をさしの

　　ぺようとするものである。健って翫講災害復

　　瞬薄策とは直接の縫係を持たず，また経済上

　　の原露紅よって生活ができない者に帰する生

　　活保護法の保護とも牲麹を異にする。

　第二　本法による救駒は，災害にかかった者の

　　保護と麺会秩序の保全を纒ることを霞的とす

　　る．露ち健人の基本的生活権の保護と会誌的

　　な後会秩序の保全とが本法による救勤の権壷

　　んだ二大羅的である、健って本法による救騎

　　は，災害の観模が燧人の基本的生活権と全体

一連3一



（2？鋤 福轟大学地織暴発　第8巻　第3号　玉鱒7ユ

　　的な縫会秩序とに影響を及ぼす程度のもので

　　あるときに発動をみるのである、

　第三　本法による激動は，蟹の責錘において行

　　われるものである．騒人の基本的生活権の保

　　護と全体的な縫会秩序の保全とを難的とする

　　奉法の救覇は，その事梅の重要性からみても，

　　又その規摸から考えても，馨家の行うべき任

　　務に属する．

　第懸　本法垂こよる救麟は，地方公共腿体，韓1本

　　赤十字鮭その縫鑓体及ぴ覆畏の協力のもとに

　　行われ，る。救豹に必要な人員の確保，勤資の

　　調達は，これ等の鐡捧や羅漢一般の臨力を得

　　な鍵れば嚢底万全を窮することぶできない．

　　　・蟹家の責任にお継て行う救翁を幸心とし

　　て蟹蔑がこれ，に全囁の協力をなすこと，これ

　　が本法の激動の遷想的形態である。

　そして，ゼ平常時における国費の最低生活の保

瞳は生活保護法によって，葬常災害時における罹

災者の救豹は災害救豹法によって行い，両法あい

まって国蔑の生活の保護を緩ることとなったま｛羅

のである。したぶって，法に》、う災害にかかった

者の保護は，憲法25条を基底とする菱基本的生活

権達を保離することにその主譲嚇おかれている。

また，法による救助の実施は，被災者の嶽邑講応

責任の枠を超えた災害に繋するものであること，

第三・第懸で遠べられているように，法による救

助は霞の講慈貴種の籔灘であると懸時に，縫会の

翼翼財応責錘のもとにおいて実施されるの麟理想

であると捲摘されていることは淺羅に値する．な

ぜなら，法の救勝の実施要簿解禁温薄癒責任の枠

を醗確化するとともに，法による激動の内容や程

度の基準羅｝鮮麗の難癖責任の砕を瞬確乾してい

るものと考えられるからである。しかし，この点

について法的観、姦のみから分新を試みるのは，瞬

難というよ吟不再籠であるといえるから，災害が

発生した藤．その焼獲麟いかなる程度であるとき

に救麟潜実施され，その救豹の実施解いかなる法

的穣麺に基づくものかという点に的を絞って，駿

で分縛することとしたい。

薙　地方における災害救麟システム

　纏　災害救跡の実施要僻

　董で遠べた災害救豹法鱗の展聡の一方で，現在．

地方公共懸体においても独欝に多様な災害激動シ

ステムを設定してきている。その形態は，条｛鰯こ

よるもの，要綱によるもの｛鋤，そして，地域紡

災計齊の定めによるもの（鋤溺ある。ここで絃，

新潟祭および上越衛（以下，それぞれ曝」・

瞭まと記す。〉における災害救助条飼（以事，

新潟察災害救豹茶挽は曝条擁3，上越毒災害救

勝条鰐はヂ毒条擁圭と寵す．）による激動および

雛壌防災謙藏による救助にかんし分燐を熱える．

ただ，その麟提開題として，法による救麟と法に

よらない救助の実権基準を蝿乾したい．

　法による救助を実施するための災害の規模にか

かわる基準は法2条および令i条i項によれば，

①毒町村の猛域内の人嚢に感じて表玉の数以上の

縫帯の建家撰滅失したとき（翼項頚｝），

玉

市町替の籔餓晦の人灘　　　　｛艶家麟滅失した量書髭の数

5，登轡獣未満1　　　　3毒
5，§駐獣以上欝，㈱人未溝　　　　　磁
歪5，㈹入撰．と講，㈱大束溝　　　　　　講

臆，鱗入線上5轟，麟人未満『　　　　89
灘，㈱人以上欝，春§駄末溝　　　　　　総

瞬，麟大饗上3総，辮入宋溝　　　　　巍
巍，暮暮駄以上　　　　　　1　　　　騰

②市欝村を包揺する都道癒察の匿蟻内の入舞垂こ感

じて表2の数以上の量帯の住家が滅失した場合で

あって，毒町村の籔域内の人臨こ応じて表3の数

以上の盤帯の住家鱒滅失したとき（講項2暑〉，

2

擦違窮察の薩筋肉の入舞。　　註家趨戴隻した量帯の数

工，㈱，瞭鼠未満，　　　重，㈱
圭，彗§馨，鰍｝入以上2，0馨§，鵬人未溝1　　　玉，5鱒

2，騒§暮，鵬入獄■と3，繕，鵬入宋溝　　　　2，｛購

3，蟹鎗，㈱人以上 2，5懸

3

藤野轡の琶嬢飛の人難 建家撰滅失した量帯の数

5，朧未未講 i5

5，§総人騒士i5，瞭玖未読 2奪

！5，懸酵暮人以上3｛｝，雛彗§人豪満 2き

麗，謝入猟■と5§，㈱入来溝 謁
5尋，鋤入獄ま二i§§，醗岳人索溝 紛
圭〔翼｝，｛懸人以上3《）｛》，㈱入来鐸奪 講

鵬，㈱入以上 75

③市町餐を包揺する鄭遵府祭の窪域内の入舞に

慈じ表4の数以上の盤帯の住家が滅失した場合ま
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たは災害解鶴絶した地域に発生したものである等

災害にかかった者の救護を著しく露難にする特劉

の事鷺解ある場合であって，多数の縫帯の住家潜

滅失したとき（溝項3号〉，

　衰4
擁遵鰐梁の匿壊雍の大疑 澄家が藻失した嚢馨の数

i，鰯，蹴入宋蟻 5，鰯

i，㈱，㈱人以上2，鰯，蜘大豪濤 7，鱗
2，鋤，蟹｝｛｝入撰土3，§9〈｝，（鶏人未満 §，㈱

3，鰯，蟹鍛λ獄上　　　　　　　　1 i2，鵬

＠多数の者拳生命または身捧に危害を受け，また

は受けるおそれ，麟生じたとき（濁項4弩），以上の

いずれかに該楽したときに法による救勘解実施さ

れる。この基準は，第一に法による救劫の実施費

罵は，法3§条の矯定によ警瞬庫負雛が定められて

いるから，露権食糧の蝿象となるべき災害を物定

するため，第二に法による救助の実施機雛たる都

道痛察知事には，法塵条以下における鍵事命令，

協力命令のほか，麓設の管理，土地家渥の使璽，

鞠資の旋罵，保管および鞍馬等の権鰻が付与され

てお警，その菅縫に慎重を窮するため．第三に蟹

の責紐によって行われる法による激動撰．各擁道

聡察で鍛接い越異なるときは，戴勝の適豊，公平

な実施に欠け，法の公歪な運稽ぶ娚し難籍ため，

以上の3点の梅擬から定められている‘脇．また，

法2条および令玉条i項i号から3号までは，被

災薦1警替ないし都道癖県の匿域内の人揖に慈じて

一定数以上の住家撰滅失したことを要件としてい

る。このように住家の被害麟基準として採罵され

たのは，第一に，台癒，承害，地震あるいは火災

等の災害にお躰ては，一般に救豹を要する程度

（鞍災者の数必要とする救勧の程度1は建家に

被害を受けた鍵帯の数とその程度に跳擁するのが

通常であること，第二に，災害発生時の漉蹴釈態

において救豹を要する程度を鎗較的客観的に，し

かも容易に摺握しうる捲繧としては住家の滅失し

た盤帯数が，経験上からも妥窯なものと認められ

ること，以上の2、転がらである｛2§》。

　これ’に録して．霧条弼による救勝は，法による

救助解実施されない場合で，①盤三家解滅失した穫：

帯数が25以上に達した場合，②①の基準に達しな

い潜，多数の鬘帯の住家麟滅失し毒長ぷ特に必要

と認めた場合，または，③多数の春鱒生命または

身捧に麓害を受け，または受けるおそれ越生じた

場合，以上3つのいずれかの程度の災害ぶ発生し

たときに実施される（竃条鰐2条〉。そして，毒

条擁による救難費罵の祭費負擾は，票条鱗2条に

よ為ぱ，市町村の籔域内の入舞に感じて表蓉の数

以上の盤帯の住家麟滅失した場合，または，知事

　衰§
霧轡耕の誕誠轟の大農　　住家ぶ滅羨した縫帯の数

5，㈱未未購1　　　　謁
5，㈱人糞ま欝，鱒奪入宋濤　　　　　　蔦
欝，㈹人堪と2懲，｛懸人未満　　　　　　2§
2｛｝，9§§入以上3｛｝，艇鐙人兼濾　’　　　　　25

鎗，鰯大饗上灘，㈱人未溝‘　　　　3舞
灘，簾》人以、麺麗，購入来溝　　　　　　鱒

購，｛購入以あ3鑓，麟入来満・　　　　5暮
3｛矯，｛簸）ノ、駐義」ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7き

が特に必要と認めた場合，すなわち，災害麟隔絶

した地域に発生したものである等災害にかかった

春の救豹を著しく覆難とする特罵の事椿蕃ある場

合であって，多数の盤帯の建家が滅失したとき

（藥条舞施行規則4条〉，以上のいずれかの要件を

充足したときに実施され、る｛鰍。

　災難法および麹蟻防災計蚕による救助の薄象と

なるのは，いかなる災害か撚つぎに聡題となる．

災鱈法62条は，南町村長は，盛該毒町村の地域に

かかる災害嚇発生し，またはまさに発生しようと

しているとき，救助その飽災害の発生を鋳製しま

たは災害の菰大を防比するために必要な慈急措置

を実施しなけ為ばならな熱看を蔑足している．こ

こでいう災害とは，災繋法2条i項i号によれば，

訂暴風．豪雨，豪雪，洪水，轟潮，地震，津薮，

唆火その勉の異常な察然現象又は大規摸な火事若

しくは爆発その飽その没ぼす被害の程度において

これらに類する致命で定める原石によ警生ずる被

害3をいうとされている．前遠したように．法に

よる救豹の財象となる災害は一定数以上の往家被

害を幸心にその基準潜定められている騨，災蝦法

霞体には，災害癒急蝦策の実施鰐象となる災害の

規摸にかんする具鉢的燦建はない。しかし，一般

には，r暴灘，　ダ豪翻，　r豪雪まやr火焼摸な

火事3という文言から，「疆土及び露民の生命，

身体又は難産に櫻当程度の破書癖生ずるような場

合」溝，また，そうでない文言の場合であっても，

r縫会通念によ蓼，相当の被害を生ずる程度の現
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象を撰す≦と運解されてい都鱗。

　法および条鱗による救助にかんし，建家被害を

羅安にした場合，いかなる時に救勘が実趨され，る

かが瞬確に定められている撰，それ以外の場合，

「多数の者墨ないし「多数の鬘帯3という不確定

概念麟霧いられている．この点は，被害の態様や

状浸に応じて懸雛的に柔軟に繋応ずるために設け

られたもので，霧町村で実施される救護では万全

を簸すことができないときに考慮される要件であ

る‘磨．これに対し，地織鋳災謙錘による救翁の

場合には，嚇当程度の被害」という捲舞ぷ承さ

れている撚．いかなる程度の被害癖発生す蕊ぱ災

害救麟が実施さ為るのか摂，法または条擁による

救騎の実施要件と蝿銘す為ぱ，かなη不羇確であ

る．結懸，法または条擁による激動の実施要鉾の

一部もそうである麟，災害救豹を実施すべき基準

を演繹的に確寇するよ吟も，災害の発生態藻など

綴懸具体的な事情から帰納的に判擬し，救駒を実

施しているのが饗状であ渉，柔軟な難癖麟驚能で

あるという点では積極的な評懸ができよう。ただ，

いずれにせよ，災害救勧解職権でのみ実施される

ものか，串講によっても実癒されるものかの解毅

の聡題もかかわる（雅｝が，この睾彗漸を誤ったため

災害救助を実施しなけ轟ば，違法との評簸がなさ

れる余地撚あることになろう．

　法23条は，漿法案審議襲踏でも瞬らかにされて

興るように（錨，災害激励のすべてではなく，露

庫負拷の薄象となる救励の種類を挙げているにす

ぎない。それゆえ，法による激励のみならず，難

方公共腿体麟主体となって実施する救豹も含めて．

被災者の権羅救済の観点から救助の法的性格を分

観する必要解ある．

　／21災害救勘案瀦による救麟

　察では，桑海の南町村解条弼または規則を設け，

法による激励が実施されない災害に課して．講購

村が応急的に必要な救助を美徳した場合，察によ

るその費罵の一部負極を梅擬づける祭条纒癬麟定

されている．それ起葎って，環海の南町醤におい

ても，それぞれ災害救跡乗携撰麟定されている。

この双方の条擁は，綾災者の保護を醗ることのみ

をその霞的としている（娯・索条鰍i条1。

　法による救跡が実施されない程度の災害で察条

甥2条i号に該峯するときまたはその見込みであ

吟，桑条｛霧に規定する県費負極を必要とするとき

は．災害発生の舞時および場辮または地域，被害

の状浸や救覇の措置等について知事に災害輯告し

（集条例施行規則2条〉，娯楽擁4条の規定に基

づく協議を要する、飯に，県条鯵2条i項または

2項の基準に該蜜しない場合または救甥の種類解

県条｛霧3条垂こ規定するもの以外であっても，毒欝

村麟条鋼または矯則を設け慈急救勘を実癒した場

合には，察条例塁条による協議を経た場合に醸穆，

察条擁6条に基づき，救豹に要した費罵の一部を

負握することとなる．

　南条弼によれば，救豹の種類は．避難漸の設置，

食品の給与・飲料水の僕給，生活必需贔の給与，

災害にかかった者の救墨，慈急仮設住宅の設置，

災害にかかった住宅の慈急修理，瞳害勃の験去の

計7種類が挙げられ’〈薦条擁3条〉，その程度，

方法および期鷺は，桑災害戴勝法施行細則に定め

る籔醗内で実施すること解原則とされている（南

条舞4条〉。このうち，票条弼による費絹1負擦の

対象となる救助は，たき鐵しその飽による食品の

給与，被騒・寝具その縫生活必需品の給与，慈急

仮設住宅の設置，災害にかかった建宅の慈急修理，

災害にかかった者の救難み5種類である（集条例

3条1．票条擁に定める程度以上の災害にたいし

市警赫怒救助を案施した場合，南町村の普選税の

駿入見込額に応じて，救助費罵の8§％から欝奪％

を県は負担する（察条鱗5条〉。ただし，これら

以外の救勤を実篤しても，溝町村麟災害救豹条例

または親鍵に基づいてした救勘の種類および程度

が法および察の法施行纏縫瑛こ定める範囲内のもの

であれ・ば，鯉外的に，救勧に要した費罵の50％を

県ぶ負摂することもある（祭条擁6条〉。

　この救豹の種類の中で，応急娠設住宅の設置，

災害にかかった建宅の慈急修建および瞳密勅の験

去については，生活羅窮者にたいして実施さ翻る

こととなっている（南条擁3条2項および，一蔀

を強き察条鱗3条2項）。県条擁でいう　『霊活瞬

窮者まとは，（ア〉生活保護法の破保護者ならびに
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要保護者，（イ）特定の資産のない失業者，（ウ〉特

定の資産のない来亡人ならびに母子縫帯，（エ）特

定の資産のない老人，病弱者ならびに身体緯書考，

（オ〉特定の資産のない嚢労考．（カ）特定の資産の

ない小企業者，および（キ）羨各号に準ずる経済的

藤者をいうとされている｛鋤。（イ〉からくキ〉のギ特

定の資産のないまにかかわる報断基準につ》、ては，

斎町村疑税が非課税または均等割の携帯を一悪の

羅安としてお鯵，霧得割縫帯もその薄象としたこ

とがある．これに録し，南条溺にいう　ギ生活羅窮

考量とは，察条鯛による察の費矯負擾がかかわら

な謬れぱ，その難度綴懸具体的に講僻することと

している。また，こ為に麗達して，漿・糞条鱗の

運稽では，法による救勧解実施される場合の生活

保護量帯にたいする救跡措置は，法による救勤を

生活保護法による保護に優先して実義し，察条擁

による救勝越実施される場合には，生活保護法に

よる保護解禁条鋳による救鑛紅優先して実施され

る‘鋤こととなってお穆，市においても講様の運

屠がなされている．その理由として，法による救

豹に要した費霧は，総額鎗§万需を超えたものの

うち蟹｝％から蟹跨もが国癒によ移負極され，さらに

救麟費の擁道府県負撲分は，地方交付税のうち，

特雛交付税額の算定の蝶の難致露要額に算入され

ることになっているため，都道府桑ぶ負撞する救

駒繋罵は梅巻軽減さ齧るが，条例による救豹は，

法華こよる蟹癒負極がなく，脅己財源睾こよる負擾を

軽減できないためである。

　麟　地域防災講函菰よる救勤

　法による救助の蝿象とならない災害につき，地

域紡災詩嚢の定めるところにより，市町蕎畏は，

救助等の応急措置を速やかに実施しなけれ、ばなら

ない（災繋法62条〉。そして，飯に法による救勝

の実施麟象である災害であっても，市町醤長は公

共事務として救麟を実施することが責務であると

されている（鍛。また，毒町村長は，旛急措置を

実施するため緊急の必要があると認めるときは，

縫人の土蟻，建勃その縫の工俸勃を一時縫縮し，

または±蒼，賛木その飽物件を使罵・鞍橋するこ

と潜でき（災鰐法艇粂三項〉，応急捲置の業務へ

の往事命令（鋳法§5条i項〉などの権鰻を有する。

地方で，擁道府察知事は，応急捲置を実施するた

め特紅必要華あると認めるときは，法璽条から27

条までの焼定の擁によ滲従事命令等を発すること

ができる（災鱈法7i条〉｛3勇。

　法による救麟の難象とならない規摸の災害時に

地方公共醗捧拳実施する激騰か，地域防災欝蚕の

定めに鍵って実施される場合には，地域鋳災謙懸

の健質・内容を分摂する必要ぶある。地域防災謙

露には，紡災上重要な施設の管理者の麺理すべき

事務および業務の大綱，災害予紡・災害応急穀

策・災害復1鎌こかんする事項甥謙露，労務・施

設・設欝・勃資・資金等の整備，備蓄，調達，醍

分，輸送，通｛言等にかんする誹繧などを定めなけ

れ，ばならない〈災難法雀2条i項〉．災難法上．地

方公共覆鉢の首長の災害慈急蝿策にかんする権醸

蔑定のうち，「地域鋳災計蚕の定めるところによ

鞠という文書潜あるのは，騒条嘆項，35条，56

条，58条，62条i・2項，および，捲条i・2項

である。このうち，謎条4項．誌条，56条は，構

報の通知や伝達経露・方法などについて地域紡災

計藤の定めに鍵って実施することを愚昧する。58

条は，濃鋳綴織法7条に基づき叢町村長の溝鋳警

邏権によ吟，地域鋳災謙廼1に定める手瀬・態勢で

溝防機関の鎧動準備・畿動命令を発することを定

めている。以上の，いわば組織内部における分掌

や甦選手顯にかかわる定めとは異な警．災難法62

条および簿条の縄定は，災害救勘にかかわる罎滲

でいえば，被災建長にたいしていかなる救助を，

どのように実施するか，すなわち．鰐鞍災往戻と

の縫係でとらえられ、なければならない媛1定である．

矯方公共懸体における災害救跡にかかわる法規定

として．災端法のほか，地方§治法2条3項8号で，

跡災．罹災者の救護を行うことぶ蔑定されている

が，その異体的な内容についてはなんら規定して

いない。豪た，地域防災讃麟は，一般に菱地填に

密着した極めて具体的かつ糟綴なものであ惨，災

害時にお纏る防災灘係機縫，地域建疑の重要な行

嚢捲麟となるまといわれている｛鋤。実際に，綴

麟の擁遊府漂および毒町村の地織騎災謙醸では，

市警村長が被災者の救豹にあたることを定めると
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（27§紛 福島大学蜷蟻醗究第8巻第3号工鱒7、董

ともに．その救難の種類・程度等にかんし法によ

る激励に準じて実施するよう，姥鮫的詳細に定め

ていること潜少なくなく｛3鶴，新譜1蚕まというよ穆

も，救勤実施要籟ないしマニュアルとしての性格

が強いものとなっている。

　（4／小繕

　法または市条擁における救勘案施要件は，その

箋否は懸にして，騒または毒の慈急的な繋嬉責紐

の範露（筆醸／をかな鯵覇権化している｛鋤。た

だし，つぎの点には涯意を要する。すなわち，法

による救助であれ，霧条擁による救勘であ為，た

とえば，避難藩の設置，食贔・生猛必需贔の給与

等の激動は，その目的摂避難を要する者を保護す

ることであった滲，食品や生活必需贔の醗給・販

売機構撚麻痺した藤に一時的にその生活を保瞳す

ることであるから被災者の資力摂考慮さ翻ること

なく公事・適亙に実施されること藩想定されてい

る。この種の救難に対し，たとえば，臨急飯設住

宅の換券は住家解滅失した被災者のうち窯らの資

力では住宅を確保することぶできないものを薄象

とし．また，災害にかかった住宅の応急修遷は鞍

災考のニーズに旛じて堤に破壊された家渥を有動

華こ濤畢し韓常の生活の優賞を磨るため，この救劫

を受ける際にはその資力潜闘われている。このよ

うに，実務上では，絵の本来の姿」をあらわす

遭難辮の設置などみ第一次的救馳と，経済援跡的

な役畜を持つ第二次的救助と都あるとされてい

る｛鍛．災害救跡，特に後者の救豹方法は，綴人

の甕己鰐応責任を繭提とした上で，それを補完す

る機龍を有することになる。これら救豹に薄し，

法や条鰍を薩接の法的根絶としない救豹は，災蝿

法§2条等の一般的規定をよ馨どころとして，地域

紡災謙遜に定める救勘欝置を実施することとなる。

ここで，災害救翁潜実施されるべきであるにもか

かわらず，婁施されないとか，その内容が誌較的

長類にわたって不十分であった場合を想起して，

権鵜救済方法との閣係に重点をおきな解ら，その

法的性質を分析することも必要となる．

　たとえば，避難蔑の設置ないし僕与について分

断すると，法による救勝越実施されな恥場合には，

鍵方自治法238条の護第4項に基づき行致難産た

る公民館や学校等を避難辮として綾羅させること

越可龍である．しかし，機縫委任事務として実施

される法による救勘としての避難湧み麗設につ恥

て，その具体的な法的鰻纏は不覇確である瀞，実

務では．法に基づく麺分であると遷解されてい

る（謝。また，慈急坂設住宅の設置ないし供与に

かんしては，入居鰐豪者の選定後，公営住宅法を

鯵にして，翻甥に一定の被災者と入居契約を纏結

するの越通鰐となってきている．

　このように，実務土，綱購の激動方法について

それぞれ麩分や契約という手法を鷹》・て実施して

いる。しかし，まず，ある救助方法は麩分で，あ

る救跡方法は契約であるから，懸懸に不服申立

て・銃告訴訟または公法上の当事者訴訟や民事訴

訟を提起することになるのか，それとも，法によ

る救助の場合には法2条を，南条纏による救励の

場合には毒条擁2条を根絶にして，救勤め実施を

魑分として構成｛翻し，醸々の救駒方法について

争いあるときは不騒申立て・雛告訴訟によること

とするか麟幾題となる。そして，飯に争訟方法摂

確建され’たとしても，遅くとも戴勝終了離に争訟

が解決されなければならない解そ蕊解可能か，不

可髭であれ，ぱ新たな争訟手段等の権稀救済方法を

確立しなけれ。ばならないかなど，多くの議論を要

するところである。しかし，これ，らの議論をする

繭提として，災害救駒は，そもそも生存権保瞳の

一環として綻置づけられ，，法的権秘救済方法潜具

体的に保障されるためには，少なくとも，条例に

その根絶をおくこと摂必要であろう、

おわ毒擁こ

　本稿で垂ま，鰻憲法下きこおける災害救覇と現行憲

法下におけるそれとの質的転換，すなわち，慈恵

的・懐柔的麟度から，その基本蓬念が人権．と蓼

わ謬生存権保瞳鰹度へと変化した点に着聾し，現

時点での災害救勧システムの法的諸賜題の一螺を

瞬らか善こしようとした。また，災害救豹は．羅ま

たは地方公共懸体溺健康で文化的な最低酸度の生

活を確保した上で実施する種類の歓会事業の一環
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焚書救勤システムの法的分蟹 （2765〉

としてではなく，まさに匿最鍍銀度の生活達を保

縛するために実施されるものと考えられる。それ

にもかかわらず，法による救勧方法の一つである

応急仮設住宅にかかわる実務解説では，応急仮設

建宅での駿住にかんし，ゼ本人は単に長躯的利益

として居住する権秘が与えら為ているに遍ぎない」

との記述解ある｛4i｝。罷行憲法のもとでは，法i

条の舞納である旺歓会秩序の保全まの範饗を可籠

な罎警醸定し，災害救豹鐸罵がそもそも，行政法

上砂警察搾驚ではなく，生存権保瞳のための綻付

作罵であることを確認しておく必要麟ある。

　瞬時に，人権・権秘保瞳として災害救勤を縫置

づけるとき，歓会的法治主義のもとにおける権利

救済方法についても験討を要する。社会的に涯騒

される姥鮫的大規模な災害であれば，災害激動に

不十分な点麟あったとき，縫会的幾縄にさらされ，

政治的・行数的解決解麟られ，ることも多い潜，そ

うでない場合を含め，人権・権利保瞳の法的救済

方法の確立藩必要となるためである。しかし，法

や災製法，各地方公共艱難における条鯛の不備も

あって，災害救豹にかかわる罎有の権秘救済方法

を定める焼定が存在しない．通常，災害救助は姥

鮫釣鐘幾で終了してしまうため．争訟方法による

のでは十分な救済擦緩れず，結局，事後的に掻害

賠嚢を請求する方法しか現在のところ有効な権利

救済方法は存在しない。今後．各種麗連法律ない

し条舞の整備麟必要となろう．

瞬認

　本稿俸成にあたって，新潟梁環境生活部消防防

災課防災救助係　松沢　敬氏，上越霧総務蕊総合

防災課清勝防災係　宮越浩講衆には，資料提供を

はじめとして，お忙しい時期にもかかわらず調査

にご協力いただいた。記して御礼卒しあげたい。

なお，本稿における事実および実務運灘について

譲許潜あるときは，筆者の誤解によるものである．

また，察・毒の災害救跡絶係雛1焼の一部を資料と

して本誌に掲載しているのであわせて参照してい

ただきたい。

鵬この露盤α奮錐cy蟹餓a鍔e搬e鍍，衰董s嚢羅a難a霧e一

　醗琶號およびα謡s醗a黙塞e盤e鼠にかんしては，

　たとえば，隷蓉男ボ災害弱者のための災害薄徳

　システム墨都毒政策8蓬響（欝96年7月〉毅頁

　　（讐に翼翼以下）に詳しく説醗されている。

（21この鞭薄書では，飯神・淡露大震災の特徴を，

　①菱大鏡模災害董であること，⑦江大難薄型災

　割であること，③「高齢縫会璽災害まである

　こと，また，こうした災害の繕集，⑲罫長期型

　災畿であること，⑤履合型災翻であるこ
　と，さらに⑧ポ豊かな縫会にお謬る災害！であ

　ることと総猛して，叛神・淡路大震災において

　実施さ為た救騎の酸善を麟るため，今後のある

　べき政策課題や激動の運驚課題につセ、てかな警

　詳しく蘇究している。しかし，残念な解ら，法

　載量をめざした経書等は盛穆込まれていない、

麟　これら麟度の詳細は，たとえば，聾上友一ゼ救

　済麟渡要義（復亥毅憂確　（羅霧臆年・歓会事業会

　館〉蕗貰以下，三好豊太露ぎ縫会事業精義蓋（聡

　穣越年・三省堂〉§85頁以下を参照されたい、

鱗　瞬沿4年鷺月27簿太敬密達§23畢．その後，瞬

　治8年7月鴛賛太政富連舞2号の窮疑一時激動媛

　餐彗によ滲祭渚条鋳から独立した規貫彗が設けられ

　た．

緯　瞬治捻年6月蔦馨太政官姦告第溢弩．この備

　荒儲蓄金は，甲矢儲蓄金と購祭儲蓄金の二；本立

　てとし，中央儲蓄金は府察儲蓄金を補勧するも

　みとされていた。講法では，そみ6条紅儲蓄金

　支給め上醸ぶ定められてお撃，嚢料の給与購購

　を3§欝以内，小渥掛料をi戸あた畷（｝霧以内，

　農具料種穀料の絵一与を隻戸あた管2｛肇醗以内とさ

　れていた。

鱗　農鉢省農隷経済局農業災害補蝶麟度史纒纂室

　煽ぎ農業災害補撹麟度隻　第i巻本癒（上捲

　（紹秘3§年・中央公藩事業鐡蔽）玉総頁（小燭政

　亮執筆）。

韓　第欝緩帝羅議会衆議饒罹災救豹基金法案審査

　欝欝委曇会速講録（鯛絵鐙年3鳶2韓）第i畢

　i頁参蕪。ただし，基本的な購造は瞬治32年に

　成立した罹災救勘基金法とかわっていないが，

　この委員会で審議された法案は，事嬉によって

　は鶏：察にたいし遇大な負撞を課すことにな善う

　る等の周題点ぶ捲擁され，，廃案となっている。

（8｝繭淺（3卦井上蓼救済麟度要義妻蔦4頁以下参窯．

　また，特に罹災救豹については，露2翼以事参賑。
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（27§6｝ 摂島大学地域醗究　第8誉　第3号　轡§7」

⑨　鹸漉繕・鯵§頁以下（小鱗政亮執筆）参窯．

麟　前溢（31・聾上ぎ救済鰯凌要義董越5頁．

鱒　この詳纏は，辱猛省疑会馬施設課監修ζ災害

　激動誌遵（紹藤鋸年・災害救勤縫題醗究会穣本

　藤十字歓救護課内〉〉22頁以下参蕪．

麟　第一露蟹会衆議駝筆生委員会議録第9暑《聡

　秘22年8擁簸嚢〉62頁における羅盤大窪（代運〉

　の礎案理幽講瞬参蕪。

麟　繭濫！繕・腿頁における葛藩政籍委員答弁参蕪。

麟　小幽進次館蓼改訂増補　生活保護法の解萩と

　運絹盤（復麺緩〉（率域3年・全馨縫会福擾協議

　会〉22頁参蕪．

！簸　蔭法は，災」縫法の講定に伴い大纒に改蚕三され，，

　率央災害激励薄策協議会，鰭方災害救勝雄策鶉

　議会および篠進講県災害救豹爺策協議会鮮麗藍

　され，その瞬掌事務癬災婦法による中央紡災会

　議および灘遵癖票紡災会議等に含められた。

瞬　たとえば，第i響露会参議醗厚生委農会会議

　録第釜7号（窪馨落舞22年9月22舞〉　2頁以下参羅ミα

麟　醸法案審議段贈にお纏る当時の一松驚生大蓑

　の筈弁にも，この趣蕎がみら為る（鋳涯瞬・4

　頁〉．

！織　ただし，このような緊急時における強簿聲芸羅

　の合憲姓については，災蝿法雄5条以下における

　災害緊急事態にかかわる合憲識議縁どではない

　にしろ，検説を要する．醗法案審議段購でも，

　霞懸権・財産権鰻害毒こあたるのではないかとい

　う談議がなされた。これに薄し，当時の内閣法

　麟局長富饒藤達美氏を含め，敢癖答弁としては，

　癒法稔・欝条における罫公共の福蟹墨の範縫碗

　であることや憲法2§条3項による補蟹め蝿象とな

　っていることなどから，これ・ら条項の合憲艦ヨが

　説かれている（第i嚢蟹会衆議院鑛盤委員会議

　録第猛号藤召秘22年8擁ま8蓉〉77頁以下。〉。し

　かし，いわゆる緊悪時における人権舞舞褻裁こつい

　て，「公共の福疑雲の枠内で解験して恥くべきか，

　憲法上なんらかの緊慈時にかんする糧麺蔑定を

　要するかなどについては，麗莚でも議読解ある

　　（たとえば，新董幸ξ緊急権と抵抗権ま蓼講塵・

　憲法学　第i巻癬（欝§5年・馨本評論縫）263頁

　以下参簸〉．

麟　内藤誠夫ぎ災害救勤法め解読重（紹藤23年・嚢

　奉縫会事業鶴会）臆翼以下参照，および，蒲生

　省縫会・援護鰯保護課監修疹災害救豹の実務一

　平成8年蔽一垂（欝§6年・第一・法蔑》23嚢参蕪。

瞬　離漉鶴・轟藤蓼災害救豹法の解読垂韓叢参照。

鯵　救豹の種類華こは，厳容施設（癖葱優設住宅を含

　む。〉の盤厚，飲量しその飽による禽贔の給与ま

　たは飲料水の鍵緯，綾羅・寝具その勉隻活必需

　贔の給与または貸与，藪療および動産，災害に

　かかった者の救鐵，災害にかかった髄宅の慈恵

　修遷，隼業に必要な資金・器具または資料の結

　与または貸与，学還贔の給与および埋葬という

　9種類の法定激騰磁23条〉と鷺鉢の捜索およ

　び簸理と薄霧鞠の線去という2種類み命令激励

　　（令9条〉の謙雛種類がある。これら法による

　救豹．特に駿容施設（遭難療〉の盤毒や食最の

　給与は，選及して実施され，ることもある。突発

　的な災害であれ，縫続的な災害であれ，毒町替

　や擁道購娯からの災害鞍皆を受酵てから法によ

　る救豹を実施するかどうかを箏鋳蓄し，災害発盤

　当擁から法による救劫ぶ実施されたものとして

　取触接うこと摂あるからである．このような事

　態は，法による救豹4〉実旛手続の縷題でもある。

　法華こよる救鐵鐸ま，令i条i項i号および2号に

　該当する災害解発塗したときは，法23条の救跡

　を篠遂癩・祭知事ぷ実施したときから麗嬉された

　ものど糠辮さ脇る．ただ，長雨などによ撃破害

　摂徐々に堰撫し法による救豹の薄象となったと

　きは亨現に救勝を要する者があった馨をもって

　法による救豹解実旛されることとなる。これに

　対し，令i条i項3号および4号・によ参救豹を

　雲臆しようとするときは，事糞雛こ厚塗大難との

　協議が必要であるとされている（郵災害救豹法に

　よる救豹の実施江ついて達（鰭趣鎗年5月簸欝縫

　施第鱒号。簸逓改董躍融47年i月翼翼雛施策3

　号。）。

　　これ、に麗達して，法23条勝定の救勤め程度や

　霧翼についても，一般基準潜通達（罫災害救勤法

　による救助の程度，方法及ぴ期溺豊びに実費弁

　叢について漣（昭秘鱒年5月簸緯摯盤雀緩第緯2

　暑．最近改鉦軍威7年7層27馨鷺猛省発教授第

　2謎号、）〉によ鯵示さ丸，そ轟に健って各擁道織

　察の法施行細則摂定められている。この遜達に

　鍵って法旛行細魏を擁道驚察知尊ぶ定めたとき

　は，令9条の2および蔓条の摩盤大難の承認潜

　あったものとして運絹土取艦籔われることとな

　っている。この一般基準をこえる激励を実施す

　る際には，特購基準を設定することになるとし

　て，遭難湧や食贔の給与などの蟻欄の建長（一
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災害救豹システムの法約分癬 （2？6警

災害発生
叢雲講蓋

斎町耕
発生馨魯

銀
各殺生発

（適罵要請〉 （適羅協議〉
蟹

救麟実施 辮町税
適鰐通難

察
　　公示

OK
羅

救跳懇翼
の建長等

翻警賛
特雛基準認定串諸

県
講　蕊

認定通知 購　産
鐙

薦驚耕
牛濁籔各

銀
中鷺巌告

完了輻儀 快走難儀
（
轡

経費繰替支弁
繰替支弁菱縫牢講

　基金から支発

露躍食覆金蔓酵串講
　　　　　　　　　　羅1
　　負挺金蔓払

穰玉　法⑱適罷事務フ嬢一

　　　（新潟舞ミ総務翻疹災害救鐸むの手箏1垂（平成7年3月〉5頁よ蓼。）

　般基準としては7欝以湾1や，嚢晶の給与であ

　ればi人i馨8鍵響以内の一般基準をこえる救麟

　を実施するときには鰻慧綴こ摩生大霊の承認をえ

　なけれ、ばならないことになっている（穰董参照）。

　販に承認をえずに毒樗材が一般基準をこえる救

　勝を実施しても法的には大きな賜題はないが，

　その激励費罵については毒町替の農己財源が当

　てられることにな鯵，災害の規模によっては罷

　代に籟癒した救勧解実施羅難華こなることもあろ

　う。その慧瞭では，災害救難にかかわる蟹の財

　数的コントP一ルも，今後，地方分権とのかか

　わ吟を含めて，検討を要する、

瞬　要綱によるもめとしては，たとえば，青森難

　におけるゼ災害救豹法適絹以外の災害援護の鍛

　掻要綱釜（繧秘53年8月ま7嚢駿豆三〉ぶある．この

　要綱によれば，法の適驚に至らない一定以上の

　災害が環海の毒町拳銭こ発塗したとき，応悪的に

　被災者を援護することを馨縫とし，鞍災量帯妾こ

　たいする援護として被騒・寝具等の給与を挙げ

　ている．その飽．法による激励ぶ実旛されない

　場合であっても，瞬票内南町替ないし溝渠地域

　防災讃懸に定める避難薄策講爾，給食・織永訣

　睡，生活必需勃資等供給薄葉誕面等に鍵って慈

　念救麟が実施される離合もある．

縫　多くの地方公共懸韓では，地織紡災諸藩率の

　応急薄策編において法による激励と法によらな

　い激覇について定めている。たとえば，筆者が

　入手しえた最新のものとして，福島票鋳災会議

　『徳島梁鰭域鋳災誹霞藷（寧歳8年〉欝2頁以下，

　大分桑鋳災会議蓼大分票絶域紡災欝・藤〈嵐水霧

　等その勉の災害認策編涯（軍威8年3局〉2総頁

　以下，纏縫集防災会議ζ福縄桑地域鋳災欝懸垂

　（率成8年3月〉雄魂頁以下，青森桑銃災会議

　ぎ青森漂難絨鋳災謙醒（風水害等編確（平成8

　年修蕊〉鴛6翼以下，千葉漂携災会議ぎ千葉染地

　域紡災書影鍵舞（毒戴水霧等麟馨〉嚢　（平鬘髭7年鐸芝修藍〉　生i3

　頁以下．縄露漂紡災会議ゼ濁出銀地絨紡災誕懸

　（綴水害等薄策総〉妻（軍威8年5擁｝欝7頁以下

　解ある。また，霧町替レベルでは，たとえば，

　福島毒隣災会議落癌轟青地蟻鋳災欝麟地震蝿策

　続茎（華成7年度版〉縫頁以下，蔀出癖鋳災会議

　『灘幽布地籔筋炎謙嚢蓋（率成8年護君修箆〉琵？

　責以下参照．

鱗　繭漉鰯・ζ災害救豹の実務露蔀頁以下。

鞍　繭溢麟・ゼ災害救勧の婁務壽磐頁．

瞬　薦の場合，人爵ぶ欝2，2巷2人（平成7年欝欝i

　舞現姦〉であるから，法による激動の実趣鋒こは，

　たとえば，控家勇滅失繊帯がi毒§盤帯以上である

　こと（令i条玉項i号および命懸表第碁がそ

　の要件となる。それにたいし薦町替ぶ実施した

　救鱗費驚の県条鰹による一鶴負麺は，建家の滅

　失盤帯ぶ灘盤帯以上であること（票条鯉2条ま

　項〉を要件としている。

麟　溝鋳庁防災課綴疹逐条解読災害婦策基本法遷

　（平成7年・ぎょうせい〉24頁以下。また，たと

　えば，薦災害対策本蔀設置基準は，①災害救麟

　法による救勝を適得する災害が発生したとき，

　②災害撰発生し，その規模および範醗からして
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（27§8〉 福島大学地械婿究　第8巻　第3号　舞蟹．墨

　特に蝿策を要するとき，③大蔑模な災害ぶ発生

　するおそれがあ弩，その薄策を要するとき．⑤毒

　内の地域にお恥て，震箋畦以上の堆震が発盤した

　とき，または，毒長ぶ必要と認めたとき，⑤毒

　内の地織妥こおいて，津波警報が発表され。たとき，

　以上の5つがある（ぎ上越毒地域携災謙懸一震災

　3縫策編一重（平成8年5層〉圭（｝2頁。）。さらに1，

　鞍災者救援とのかかわ蓼でいえば，災害馨慰金

　の支給等に絶する法鴛2条における構懸金の支給

　等が実施され．る災害の範醗嫁，一南町醤の甕絨

　内において生じた住緩の滅爽した燈帯の数ぶ5

　以上であるとき，または．法による救勤ぶ実施

　されたときなどとされている《「災害罵慰金の支

　給が行われる災害の鑓饗等についてま曙秘護9年

　i月3灘琶第88号。最近敬蛋平成3年9月2§雛
　餐ヒ第34§｛｝〉。

鱒　前淫麟・ゼ災害救豹の実務馨52頁．

雛　災害救豹の場合も，法令または鋼規に串請手

　続きにかかわる焼定はないが，職権主義が擦環

　されている場合であっても申請権を撰除するも

　のではな騨という搭擁（たとえば，醤上裁羅続

　蓼薄絹行政法選（董鱒5年・欝欝堂〉欝蚕（材上裁

　躍執筆〉および小樽政亮蟹歓会事業法鰹（第癒濃

　（稔§2年・ミネルヴァ書霧〉欝9翼以下参窯〉が

　妥嘉するものと患われる．

縫　第一懸園会衆議院導生委員会議録第9号（紹

　秘22年8擁葺蔭）総頁における葛獲敬購委員筈

　弁参蕪．

鱒　新潟察総務部ζ災害救麟㊧手瞬き遜（平成7年

　3彫　i頁。

繊　前濫繍参窯．

購　前渡鱗・239頁参窯。講書36頁によれば，地方

　轟治法2条3項i畢および8号によ鯵，住疑・

　灘在者の安全等や罹災者の救護ぶ地方公共醗棒

　の事務として舞示されてお穆，講条4項によ鯵，

　漂難として，基礎的地方公業墾体たる議町轡が

　この事務を簿遷するから，法1こよる救豹潜実施

　されるまでの擬は公共事務として市町替が被災

　蓄の救豹をすることと遷解している．また，瞬

　様に，法による救駒の種類としてあげられてい

　な恥ものは，毒町替の公共事務として婁施され

　るものとなる．

韓　ただし，麗場に密接した慈：急捲羅を車町材’麟

　実籍してはじめて可能だから，災繋法5§条ま項

　3号のゼ綾災者の救難，救勤その地保護に絶す

　る事項茎についてはこの鍵事命令等を発するこ

　と越できないことになっている。

鱒　蟹±庁防災局鑑修・災害越策鱗渡硬究会編著

　ボ饗本の災害薄策〈敢建蔽建　（軍威3年・ぎょ

　うせい〉5§頁．

鱒　蕪淺鱒参蕪。

雛　察条鱗における救懸の実施基準は，前達した

　ように祭撰救劫費の負握をする藤の基準であっ

　て，救勤活動の実施基準ではない。ただ，議町

　樗潜実超した救助紅たいし察ぶその費霧の一編

　または全額を長握することは，その範麩内で漂

　の懸緒責錘を粋づけているとの評覆iもできよう．

鰭　応念仮設住宅については，麟涯麟・ζ災害救

　駒の実務毒8§頁，災害にかかった住宅の慈急修

　瑳については，麟書甦9頁参懸。なお，購書勃の

　除去についても講穣の取移振い斜なされている

　（講書實8頁参照〉．

鱒　なお，この点について，筆者のヒア夢ングに

　よると，実需では，縫の救嚢の法形式とみ鰐鐘

　から考えると，法23条i項i暑に基づく魑分で

　あると解しているようである。

麟　法2条のみではなく，法輪条では，詐欺その

　縫不蕊の手段によ鬱散豹を受けまたは受けさせ

　た者紅薄して，§籔海象たは5万舞以下の罰金

　　（飛沫に蛋条があるものは飛溢泌よる、）が科さ

　れることとなっている，薫も麺分として講威する

　際の欝髄的穣擁として挙げられよう．

縫　麟涯麟・『災害救豹の婁務磨9？翼以下．
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